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風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4日以上続いている
（解熱剤を飲み続けなければならない時を含みます）。
強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。

新型コロナウイルス
感染症に関するご案内

次の症状がある方は「帰国者・接触者
相談センター（ひたちなか保健所）」にご相談ください

市新型コロナウイルス
感染症対策本部

（73-1212／72-3111）

流水や石けんによる手洗いを
こまめに行ってください。 咳エチケットを行ってください。

市では、「常陸太田市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、「常陸太田市新型
コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予
防・蔓延対策を行っています。最新情報については、防災無線や市ホームページで随時
発信をしていきます。

帰宅時や調理の前
後、食事前などは、
石けんで手を洗い、
アルコール消毒液
で消毒しましょう。

咳やくしゃみを手で押さえると、その
手で触ったものにウイルスが付着し、
ドアノブなどを介して他の方に病気
をうつす可能性があります。

＊「帰国者・接触者相談センター」でご相談の結果、新型コロナウイル
ス感染の疑いがある場合には、専門の「帰国者・接触者外来」をご紹
介しています。マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診し
てください。

持病がある方、ご高齢の方
等は、人混みの多い場所を
避けるなど、
注意してください。

発熱等の症状が
みられるときは、
学校や会社を
休んでください。

毎日、体温を測定して記録し、
相談や受診をする時の
目安にしてください。

●市の電話相談窓口（健康づくり推進課）
　☎73-1212
●県庁内専用電話（直通）
　☎029-301-3200
●厚生労働省の相談窓口
　☎0120-565653

感染症対策の徹底を!
日常生活で

気をつけること

帰国者・接触者相談センター（ひたちなか保健所）
☎029-265-5515

＊高齢者や基礎疾患等のある方は、上記の状態が2日程度続く場合
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3つの密を、避けましょう!
新型コロナウイルスの感染拡大防止に

ご協力をおねがいします

新型コロナウイルスへの対策として、クラスター(集団)の発生を防止すること
が重要です。日頃の生活の中で3つの「密」が重ならないよう工夫しましょう。

※3つの条件のほか、共同で使う物品には消毒など
　を行ってください。

❶換気の悪い

密閉空間

❷多数が集まる

密集場所

❸間近で会話や発声をする

密接場面

3つの条件がそろう場所が
クラスター(集団)発生のリスクが高い!!

密閉

密接密集

～すぎ!!!

～～すぎ!!!

～～すぎー!!

高齢者が健康に過ごすため
日々の健康を維持するために
運動をしよう!

食生活・口腔ケアをしっかりと

人との交流を

「動かない」（生活が不活発な）状態が続くことにより、心身の機能が低
下して「動けなくなる」ことが懸念されます。また、転倒などを予防する
ためにも、日頃からの運動が大切です。

人混みを避けて、
一人や限られた
人数で散歩する。

家の中や庭などで
できる運動を行う。

ラジオ体操、スクワット、
シルバーリハビリ体操 など

家事※や農作業などで
身体を動かす。

座っている
時間を減らし、

足踏みをするなど
身体を動かす。

低栄養を予防し、免疫力を低下させないために、しっかり栄養をとるこ
とやお口の健康を保つことが大切です。

３食欠かさずバランスよく食べて、
規則正しい生活を心がける。

毎食後、寝る前に
歯磨きをする。

しっかり噛んで食べる、一人で歌の練習をする、
早口言葉を言うなど、お口周りの筋肉を保つ。

孤独を防ぎ、心身の健康を保つために、人との交流や助け合いが大切です。

家族や友人と電話で話す。 家族や友人と手紙やメール、
SNSなどを活用し交流する。

買い物や移動など困ったときに
助けを呼べる相手を考えておく。

※庭いじりや片付け、
立位を保持した調理など

＊参照…厚生労働省ホームページ
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手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
（
ア
ル
コ
ー
ル
手
指

消
毒
剤
で
も
可
） 

。

＊
マ
ス
ク
が
汚
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
新

し
い
清
潔
な
マ
ス
ク
と
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
な
ど
に
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
は
、
テ
ィッ
シ
ュ
等
で
口

と
鼻
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

◆
手
作
り
マ
ス
ク
の
作
り
方
◆

ハ
ン
カ
チ
等
を
使
っ
て
マ
ス
ク
を
作
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
型

紙
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ま
め
に
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。
洗
っ
て
い
な
い
手
で
目
や
鼻
、

口
な
ど
を
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
定
期
的
に
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。
共
有

ス
ペ
ー
ス
や
他
の
部
屋
も
窓
を
開
け
放
し

に
す
る
な
ど
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

◆
物
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
し
ば
ら
く

生
存
し
ま
す
の
で
、
共
用
部
分
（
ド
ア
の

取
っ
手
、
ノ
ブ
、
ベ
ッ
ド
柵
な
ど
）
は
、

薄
め
た
市
販
の
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤

等
で
拭
い
た
後
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
は
、
主
成
分
が

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
濃
度
を

0.05
％
（
製
品
の
濃
度
が

6
％
の
場
合
、
水
3
ℓ
に
液
を
25
㎖
）
に

薄
め
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ト
イ
レ
や
洗
面
所
は
、
通
常
の
家
庭

用
洗
剤
で
す
す
ぎ
、
家
庭
用
消
毒
剤
で

こ
ま
め
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
オ
ル
、
衣
類
、
食
器
、
箸
な
ど
は
、

通
常
の
洗
濯
や
洗
浄
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
感
染
者
の
使
用
し
た
も
の
を
分
け

て
洗
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
洗
浄
前
の
も
の
を
共
用
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

特
に
タ
オ
ル
は
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
な
ど
で
は
共
用
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

◆
個
室
に
し
ま
し
ょ
う
。
食
事
や
寝
る
と

き
も
別
室
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
部
屋
を
分
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、一

定
以
上
の
距
離
を
保
っ
た
り
、
仕
切
り
や

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
。
寝
る
と
き
は
頭
の
位
置
を
互

い
違
い
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
本
人
は
極
力
部
屋
か
ら
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

◆
ト
イ
レ
、
バ
ス
ル
ー
ム
な
ど
共
有
ス

ペ
ー
ス
の
利
用
は
最
小
限
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
心
臓
、
肺
、
腎
臓
に
持
病
の
あ
る
方
、

糖
尿
病
の
方
、
免
疫
の
低
下
し
た
方
、

妊
婦
の
方
な
ど
が
感
染
者
の
お
世
話
を

す
る
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
し
た
マ
ス
ク
は
他
の
部
屋
に
持
ち

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

◆
マ
ス
ク
の
表
面
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。マ
ス
ク
を
外
す
際
に
は
、

ゴ
ム
や
ひ
も
を
つ
ま
ん
で
外
し
ま
し
ょ
う
。

◆
マ
ス
ク
を
外
し
た
後
は
必
ず
石
け
ん
で

ご家族に新型コロナウイルス感染が疑われる場合

家庭内でご注意
いただきたいこと

部
屋
を
分
け
ま
し
ょ
う

❶

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

❺

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

❸ ❷
感
染
者
の
お
世
話
は

で
き
る
だ
け
限
ら
れ
た
方
で

❹
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う

❻
手
で
触
れ
る
共
用
部
分
を

消
毒
し
ま
し
ょ
う

つのポイント８

こちらから
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公共施設の対応について

微酸性電解水で消毒

茨城リネンサプライ（株）様 三丸機械工業（株）様 配布の様子

詳細については各施設に
お問い合わせください。

チーズ工房、茨城リネンサプライ（株）様、三丸機械工業（株）様の
ご協力により、皆さんへ微酸性電解水をお届けしました。

こちらから イベント等の対応について

市および関係団体が主催するイベント等
について、原則中止としております。詳細
については、ホームページに掲載してい
ますのでご確認ください。

こちらから

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
機
関
が
住
民
の
銀
行
口
座
の
番
号
、
世
帯
構
成
等
の
個

人
情
報
を
電
話
や
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

行
政
か
ら
委
託
さ
れ
た
と
い
う
業
者
な
ど
か
ら
怪
し
い
電
話

や
訪
問
、
心
当
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
怪
し
い
メ
ー
ル
・

Ｓ
Ｍ
Ｓ
な
ど
、
怪
し
い
も
の
に
は
反
応
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た
場
合
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

アドバイス◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

事例１
市
役
所
か
ら
「
給
付
金
の
申
請
に
必
要
と
な
る
の
で
、
銀
行
口

座
の
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
て
ほ
し
い
」と
電
話
が
あ
っ
た
。

事例2
業
者
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

行
政
か
ら
の
委
託
で
消
毒
に
回
っ
て
い
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

翌
日
も
同
じ
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
資
料
を
持
参
し
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。

事例3
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
マ
ス
ク
30
枚
が
突
然
届
い

た
。
自
分
や
家
族
に
は
購
入
の
心
当
た
り
が
な
い
。

事
業
者
へ
連
絡
す
る
と
「
注
文
し
て
い
る
の
で
受
け

取
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
】

正
確
な
情
報
を
も
と
に
冷
静
な
対
応
を

★本人は外出を避けてください。
★家族、同居人も熱を測るなど、健康観察をし、
　不要不急の外出は避け、特に咳や発熱などの
　症状があるときには職場などに行かないで
　ください。

消費
生活相談

◆
体
液
で
汚
れ
た
衣
服
、
リ
ネ
ン
を
取
り

扱
う
際
は
、
手
袋
と
マ
ス
ク
を
つ
け
、一

般
的
な
家
庭
用
洗
剤
で
洗
濯
し
完
全
に

乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
糞
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
室
外
に
出
す
と
き
は

密
閉
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は

直
ち
に
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

❼
汚
れ
た
リ
ネ
ン
、衣
服
を

洗
濯
し
ま
し
ょ
う

❽
ゴ
ミ
は
密
閉
し
て

捨
て
ま
し
ょ
う
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大
中
町
の
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
里
美
セ

ン
タ
ー
が
「
ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。こ
こ
で

は
、
市
内
の
牧
場
で
採
れ
た
お
い
し
い
生

乳
を
使
用
し
た
チ
ー
ズ
を
作
り
、
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

6

TOPICS

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の一

環
と
し
て
、
手
作
り
の
マ
ス
ク
を
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
作

製
し
、市
立
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
、常
陸

太
田
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
等
に

１
人
1
枚
ず
つ
提
供
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週

間
に
あ
わ
せ
て
、
か
わ
ね
や
木
崎
本
店
の

イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
、
市
内
の
小
中

学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
う
ち
、

優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
12
点
と
防
火
標
語
１
点
の
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

買
い
物
中
の
市
民
の
方
々
に
、
火
災
予
防

に
関
す
る
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

◆
応
募
数
：
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
１
６

３
点
、防
火
標
語
１
４
４
点

チ
ー
ズ
工
房
が
完
成
し
ま
し
た

手
作
り
の
マ
ス
ク
を
提
供

市
内
小
中
学
生
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
・
防
火
標
語
を
展
示

近日オープン予定

微酸性電解水を製造



応
募
作
品
2
2
0
点
の
中
か
ら
、厳
選
な

る
審
査
の
上
、入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

7

TOPICS
第
6
回
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
が
決
定

「坂の町」　酒井正志さん
撮影場所／鯨ヶ丘

グランプリ
「紅と青」　堀江正二さん

撮影場所／竜神峡

優秀賞

こ
の
ほ
か
に
も
素
敵
な
作
品
が
入
賞
し
て
い
ま
す
。

市
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 「雨に咲く」　石川誠さん

撮影場所／大中町

審査委員長特別賞

「ワッショイ」　中﨑文六さん
撮影場所／天神林町

特別賞 県カメラ商組合賞

「春、うらら」　菊池富夫さん
撮影場所／西山の里 桃源

特別賞（一社）市観光物産協会長賞

「天気急変」　中野律子さん
撮影場所／上河合町

特別賞（株）茨城フジカラー賞

「撃」　永井洋さん
撮影場所／久慈川と里川合流付近

審査委員長特別賞

市観光物産
協会HP

いばらきコープ生活協同組合様 より
ランドセルカバー

常陽銀行 太田支店様 より
防犯ブザー

湊屋商事株式会社様 より

温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市内の教職員等の皆さんへ
マスク750枚



財
政
収
支
状
況

市
で
は
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、財
政
運
営
状
況
を
年
２
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
令
和
2
年
３
月
31
日
現
在
の
財
政
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計
予 算 額

収入済額

286億8，599万5千円
２28億9,356万9千円 【収入率79.8％】

２13億6,294万8千円 【支出率74.5％】

0

地方
交付税

市税

国県
支出金

市債

繰越金

諸収入

使用料
および
手数料

その他

20億 40億 60億 80億 100億

９1億1,354万9千円９1億1,354万9千円
９7億1,685万3千円（106.6％）９7億1,685万3千円（106.6％）

５２億9,561万2千円５２億9,561万2千円
５2億5,327万7千円（99.2％）５2億5,327万7千円（99.2％）

62億6,523万3千円62億6,523万3千円
28億9,685万円（46.2％）28億9,685万円（46.2％）

32億6,717万円32億6,717万円
3億4,267万円（10.5％）3億4,267万円（10.5％）

7億4,669万5千円7億4,669万5千円
7億4,669万7千円（100.0％）7億4,669万7千円（100.0％）

4億5,032万５千円4億5,032万５千円
４億４,049万８千円（97.8％）４億４,049万８千円（97.8％）

４億3,374万円４億3,374万円
４億2,390万9千円（97.7％）４億2,390万9千円（97.7％）

31億1,367万1千円31億1,367万1千円
30億7,281万5千円（98.7％）30億7,281万5千円（98.7％）

予算現額
収入済額

一般会計
歳入

0

民生費

総務費

土木費

公債費

教育費

その他

災害
復旧費

20億 40億 60億 80億 100億

７６億3,472万1千円７６億3,472万1千円
６９億8,095万7千円（91.4％）６９億8,095万7千円（91.4％）

３1億8,205万7千円３1億8,205万7千円
２３億4,988万1千円（73.8％）２３億4,988万1千円（73.8％）

39億6,223万5千円39億6,223万5千円
21億1,373万1千円（53.3％）21億1,373万1千円（53.3％）

２3億5,137万6千円２3億5,137万6千円
23億5,137万１千円（100.0％）23億5,137万１千円（100.0％）

37億1,466万７千円37億1,466万７千円
32億2,499万9千円（86.8％）32億2,499万9千円（86.8％）

62億418万6千円62億418万6千円
40億8,965万1千円（65.9％）40億8,965万1千円（65.9％）

16億3,675万3千円16億3,675万3千円
2億5,235万8千円（15.4％）2億5,235万8千円（15.4％） 予算現額

支出済額

一般会計
歳出

支出済額

財
政
課
（
内
線
318
・
319
）

令和
元年度

＊前年度の繰越額を含みます。

＊国県支出金および市債は、交付または充当対象事業費が年度末に確定するため、4月1日以降の収入となるものがあります。

＊事業の中には、年度末に事業費が確定し、4月1日以降の支出となるものがあります。
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特別会計
予 算 額

収入済額

124億2,229万8千円
１19億6,996万7千円【収入率96.4％】

１13億9,343万円

合計 ５2億5,327万7千円

【支出率91.7％】支出済額

区分

国民健康保険 57億3,486万7千円 ５4億125万9千円 ５2億9,053万5千円 94.2％ 92.3％

7億1,944万2千円 7億898万7千円 ６億9,366万6千円 98.5％ 96.4％

５9億6,798万9千円 ５8億5,972万１千円 54億923万円 98.2% 90.6%

後期高齢者医療

【市民税】……………
【固定資産税】…………
【市たばこ税】…………

24億2,082万6千円
２2億935万6千円

２億4，885万9千円

（46.1％）
（42.1％）
（  4.7％）

1億8,321万6千円
１億6,850万2千円

2,251万8千円

（3.5％）
（3.2％）
（0.4％）

【軽自動車税】……………
【都市計画税】……………
【その他】………………………

介護保険

予算額

区分

歳計現金（現金・預金） 41億715万7千円

１59億4,168万円

８，７０５万９千円

12,116,960㎡

259,022㎡

各種基金（各種積立金）

有 価 証 券

土　　　　　　　　地

建　　　　　　　　物

面積・金額

収入済額 支出済額 収入率 支出率

◉市税の内訳

◉市有財産

＊（　）内は市税に占める割合

区分

臨 時 財 政 対 策 債

合 併 特 例 債

土 木 債
教 育 債

そ の 他

過 疎 対 策 事 業 債

一般会計

６3億4,725万3千円
5４億2,062万9千円

29億6,605万1千円
衛 生 債 9,385万3千円

5億3，772万5千円
１6億6,039万8千円
１0億7,809万3千円

１８1億400万2千円

借入金残高

◉市債の借入金残高

小 　 　 　 　 　 計
公 共 下 水 道 事 業 37億5,780万1千円
特 環 下 水 道 事 業 16億641万7千円

農 業 集 落 排 水 事 業 １7億8,474万3千円

簡 易 水 道 事 業 ８億1,534万5千円
戸 別 合 併 浄 化 槽 設 置 施 設 事 業 6億8,527万4千円
水 道 事 業 ５３億2,125万3千円
工 業 用 水 道 事 業 8,856万2千円

合 計 ３21億6,339万7千円

＊この執行状況は決算額ではありませ
ん。令和元年度の決算額は5月31日ま
での出納整理期間を経た後、まとまり
ます。
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10

◆
対
象
と
な
る
住
宅
（
次
の
要
件
に
す

べ
て
該
当
す
る
も
の
）：

・
市
内
の一戸
建
て
の
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

・
２
階
建
て
ま
た
は
平
屋
建
て
、
延
床
面

積
30
㎡
以
上

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
宅

部
分
の
延
床
面
積
が
全
体
の
延
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上

・
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法

で
建
て
ら
れ
た
も
の

・
建
築
基
準
法
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す

る
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅（
た
だ
し
、都
市
計
画
区
域
外〈
常

陸
太
田
市
の一部
〉
に
お
い
て
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
全
壊
、
半
壊
の
住
宅
で
な
い
も
の
（
耐

震
診
断
は
、
地
震
等
の
住
宅
被
害
に
よ

る
改
修
方
法
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

◆
申
込
資
格
：
対
象
と
な
る
住
宅
の
所

有
者
で
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
同
居
者
も
含
む
）

◆
募
集
期
間
：
５
月
11
日
（
月
）
〜
10

月
30
日
（
金
）

◆
募
集
戸
数
：
10
戸

◆
診
断
費
用
：
１
棟
に
つ
き
自
己
負
担

２
千
円

◆
対
象
と
な
る
住
宅
（
次
の
要
件
に
す

べ
て
該
当
す
る
も
の
）：

・
耐
震
診
断
士
派
遣
の
要
件
を
満
た
す
も
の

・
耐
震
診
断
（一
般
診
断
、
精
密
診
断
）

を
受
け
た
も
の
（一般
耐
震
診
断
に
お
け

る
上
部
構
造
評
点
が
1.0
未
満
で
あ
る
こ

と
）
ま
た
は
、
耐
震
診
断
士
・
建
築
士

の
作
成
し
た一定
の
基
準
を
満
た
し
た
設

計
図
書
等
に
基
づ
く
耐
震
計
画
で
あ
る

も
の
（一般
耐
震
診
断
に
お
け
る
上
部
構

造
評
点
が
改
修
前
に
比
し
て
0.3
以
上
上

昇
か
つ
評
点
1.0
以
上
と
な
る
こ
と
）

・
耐
震
計
画
に
基
づ
く
耐
震
改
修
で
あ
る

も
の

◆
申
込
資
格
：

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方
（
同
居
者
も
含
む
）

・
原
則
、
単
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る
こ

と◆
受
付
期
間
：
随
時

◆
助
成
内
容
：

・
耐
震
改
修
計
画
に
要
す
る
経
費
の
３
分

の
１
（
上
限
15
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経
費
の
３
分

の
１
（
上
限
45
万
円
）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の

派
遣
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

熊本地震における木造住宅被害割合（％）

出典：熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書
（H28. 国土技術政策総合研究所）
＊旧基準：昭和５６年６月以前の基準
＊新基準：昭和５６年６月以降の基準

旧基準

新基準

■倒壊・崩壊　■大破　■軽微・小・中破　■無被害

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

28 18 49 5

7 8 54 31

耐震改修工事例

耐震改修前

耐震改修中

耐震改修後

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派
遣
・
木
造

住
宅
耐
震
改
修
等
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
で
交
付
す
る

申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
建
築
住
宅
課
建
築
開

発
指
導
室
（
内
線
２
３
４
）

木造住宅耐震診断関連事業を行います
市
で
は
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、
木
造
住
宅
に
お
住

ま
い
の
方
を
対
象
に
耐
震
診
断
士
の
派

遣
お
よ
び
耐
震
改
修
費
補
助
を
実
施

し
ま
す
。
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宇
野
文
治
／
島
町 

大
曽
根
徹

磯
部
町 

中
村
保
男
／
谷
河
原
町 

篠
原

勝
幸
／
天
神
林
町 

土
田
惣
一
／
佐
竹
南

台
自
治
会 

大
友
昭
敏
／
稲
木
町 

山
﨑

武
義

馬
場
町
上 

渡
部
省
一
／
馬
場
町
下 

深

澤
英
則
／
馬
場
町
真
渕 

金
田
健
志
／
新

宿
町
上 

松
本
弘
明
／
新
宿
町
下 

中
口

竹
紀
／
増
井
町 

佐
藤
栄
／
下
大
門
町
一 

中
村
武
久
／
下
大
門
町
二 

井
上
雅
夫
／

上
大
門
町
一 
黒
羽
一
行
／
上
大
門
町
二 

助
川
勇
／
瑞
竜
町
一 
武
藤
英
明
／
瑞
竜

町
二 

梶
山
正
壽

里
野
宮
町 

武
藤
邦
弘
／
白
羽
町 
岡
部

利
美
／
茅
根
町 

西
宮
三
郎
／
常
福
地
町 

石
川
猛
／
春
友
町 

武
藤
一

小
目
町 

田
所
惣
一
／
亀
作
町 

川
松
邦

男
／
真
弓
町 

朝
日
正
／
真
弓
町
真
弓
ヶ

丘
団
地 

熊
山
治
良
／
大
森
町 

飛
田
政

男町
屋
町 

武
藤
理
／
町
屋
町
北 

福
地
雅

久
／
西
河
内
下
町 

根
本
貞
男
／
西
河
内

中
町 

佐
藤
正
位
／
西
河
内
上
町 

豊
田

一
男

久
米
町 

石
井
芳
一
／
薬
谷
町 

圷
宏
寿

／
大
里
町
１ 

和
田
栄
進
／
大
里
町
２ 

引
田
憲
二
／
大
平
町 

小
澤
元
／
玉
造
町 

志
賀
正
義
／
芦
間
町 

海
老
根
博
美

花
房
町 

井
坂
健
一
／
新
地
町 

堀
江
四

郎
／
松
栄
町 

島
根
眞
人
／
中
野
町 

藤

田
惠
一
／
小
島
町 

小
林
光
一

高
柿
町 

小
林
裕
司
／
大
方
町 

関
栄
一

／
竹
合
町 

松
本
雄
一
／
箕
町 

木
村
人

司
／
下
利
員
町 

生
天
目
滋
／
中
利
員
町 

川
又
健
／
千
寿
町 

櫻
井
敏
美
／
岩
手
町 

向
井
次
男

上
利
員
町 

木
村
義
一
／
下
宮
河
内
町 

大
谷
義
一
／
赤
土
町 

桒
原
一
美
／
上
宮

河
内
町 

中
嶋
右
浩

松
平
町 

石
川
博
康
／
和
田
町 

茅
根
仁

始
／
東
連
地
町 

猿
田
俊
一
／
棚
谷
町 

吉
成
公
一
／
国
安
町 

山
本
健
次

和
久
町 
石
川
光
俊
／
町
田
町 

川
上
廣

正
／
西
染
町 

大
須
賀
弘
次
／
中
染
町
中

南 

國
安
世
紀
／
中
染
町
中
東 

関
利
晴

／
中
染
町
中
西 

棚
谷
勝
美
／
東
染
町 

吉
澤
一
彦

天
下
野
町
一
区 

菊
池
圴
／
天
下
野
町
二

区 

根
本
光
則
／
天
下
野
町
三
区 

＊
調

整
中
／
天
下
野
町
四
区 

舘
野
行
男
／
天

下
野
町
五
区 

菊
池
藏
一
／
天
下
野
町
六

区 

石
川
邦
治

下
高
倉
町
第
１ 

井
上
隆
／
下
高
倉
町
第

２ 

小
室
昭
治
／
上
高
倉
町
第
１ 

井
上

幸
則
／
上
高
倉
町
第
２ 

石
井
常
和

里
川
町 

荷
見
安
／
徳
田
町 

佐
藤
隆
俊

／
小
妻
町 

橋
本
久
雄
／
小
中
町 

須
藤

泰
孝
／
大
中
町 

吉
村
泰
典
／
大
中
町
白

幡
台 

岡
崎
靖

折
橋
町 

助
川
仁
一
／
小
菅
町 

深
谷
冨

二
男
／
上
深
荻
大
菅
町 

大
森
芳
信

宮
本
町 
井
野
宮
正
／
内
堀
町 

秋
山
敬

一
／
中
城
町 
福
地
邦
美
／
栄
町 

小
倉

敏
行
／
東
一
町 
野
邉
英
夫
／
塙
町 

井

坂
晴
／
金
井
町 

鹿
志
村
勇
夫
／
東
二
町 

大
須
賀
克
已
／
東
三
町 

鍋
屋
繁
範
／
木

崎
一
町 

石
井
勝
三
／
木
崎
二
町 
尾
崎

孝
司
／
山
下
町　
相
原
正
夫
／
西
三
町 

　
池
保
裕
／
西
二
町 

大
和
田
靖
／
西
一

町 

菊
池
均
／
寿
町　
猪
又
強

幡
町 

大
津
賢
二
／
四
季
の
丘
は
た
そ
め 

皆
川
和
彦
／
三
才
町 

薄
井
喜
久
雄
／
西

宮
町 

塩
原
正
裕
／
田
渡
町 

鈴
木
榮
／

長
谷
町 

武
子
英
二
／
高
貫
町 

田
所
照

男岡
田
町 

笹
原
勲
／
小
沢
町 

柿
﨑
正
輝

／
内
田
町
上 

小
林
賢
一
／
内
田
町
中 

大
内
誠
一
／
内
田
町
下 

冨
岡
和
彦
／
落

合
町 

檜
山
巖
／
堅
磐
町 

武
藤
清
志
／

上
土
木
内
町 

三
代
洋
二
／
沢
目
町 

加

藤
正
俊

上
河
合
町 

宇
野
英
夫
／
下
河
合
町 

稲

川
克
巳
／
藤
田
町 

萩
谷
薫
／
粟
原
町 

町
会
長
の
紹
介

太
田
地
区

機
初
地
区

西
小
沢
地
区

幸
久
地
区

佐
都
地
区

世
矢
地
区

河
内
地
区

久
米
地
区

誉
田
地
区

郡
戸
地
区

金
郷
地
区

金
砂
地
区

山
田
地
区

染
和
田
地
区

天
下
野
地
区

高
倉
地
区

小
里
地
区

賀
美
地
区

佐
竹
地
区

INFORMATION

＊
敬
称
略



令
和
２
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
任
命
の
同
意
を
受
け
、
４
月
１
日

付
で
石
川
八
千
代
氏
が
教
育
長
に
再
任
。

ま
た
、
萩
谷
浩
司
氏
が
教
育
委
員
に
新

し
く
就
任
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
日
程
で
実
施

を
予
定
し
て
い
た
集
団
健
診
・
が
ん
検
診
を
延
期
し
ま
す
。
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
休
業
等
に
伴

う
収
入
減
少
に
よ
り
、
離
職
や
廃
業
と

同
程
度
の
状
況
に
至
り
、
住
居
を
失
う

お
そ
れ
が
生
じ
て
い
る
方
に
対
し
て
も
、

一定
期
間
家
賃
相
当
額
を
支
給
で
き
る
よ

う
拡
充
し
ま
す
。

◆
対
象
：
離
職
・
廃
業
か
ら
２
年
以
内
、

ま
た
は
休
業
等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、

離
職
等
と
同
程
度
の
状
況
に
あ
る
方

◆
支
給
期
間
：
原
則
３
カ
月

◆
支
給
額
（
限
度
額
）：
単
身
世
帯…

３

万
４
千
円
、
２
人
世
帯…

４
万
１
千
円
、

３
人
世
帯…

４
万
４
千
円

＊
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
額
は
変
動
し
ま
す
。

◆
支
給
要
件
：

●
収
入
要
件…

世
帯
収
入
合
計
額
が
、

市
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る
収
入

額
の
12
分
の
１
＋
家
賃
額
（
住
宅
扶
助
特

別
基
準
額
が
上
限
）
を
超
え
な
い
こ
と

●
資
産
要
件…

世
帯
の
預
貯
金
の
合
計

額
が
、
単
身
世
帯
で
46
万
8
千
円
、
２

人
世
帯
で
69
万
円
、
3
人
世
帯
で
84
万

円
を
超
え
な
い
こ
と

◆
問：社
会
福
祉
課
（
内

線
1
4
7
・
1
4
8
）

INFORMATION
教
育
長
・
新
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

教育長／石川 八千代氏教育委員／萩谷 浩司氏

特
定
健
診
、さ
わ
や
か
セ
ッ
ト
健
診
、

が
ん
検
診
の
一
部
を
延
期
し
ま
す

住
居
確
保
給
付
金（
家
賃
）の

受
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す

健診種類

特定健診
胃がん検診

大腸がん検診

胸部CT検診
さわやかセット

健診

健診種類

集団検診 がん集団検診

里美

金砂郷

水府

5/13

5/19

6/8

地区 検診日

常陸太田

里美

金砂郷

水府

5/13～5/22

5/28～6/2

6/5～6/9

6/23～6/29

地区 検診日

里美

金砂郷

水府

5/28～6/3

6/8～6/19

6/25～7/3

里美

金砂郷

水府

5/25～6/2

6/4～6/9

6/22～6/29

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111
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加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９‐

２
３
１‐

２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

市
議
会
６
月
定
例
会
は
、 

左
表
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
な
い
方
、

入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し
た
い
方

◆
受
付
期
間
：
６
月
１
日
（
月
）
〜
７

日
（
日
）

＊
消
印
有
効

◆
申
請
方
法
：
市
指
定
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
書
留

郵
便
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

◆
有
効
期
間
：
７
月
１
日
〜
９
月
30
日

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

◆
と
き
：
６
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
3
階
大
会
議

室◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

＊
常
陸
太
田
地
区
の
集
団
健
診
も
、
健

診
日
程
等
の
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
今
後
の
健
診
日
程
に
つ
い
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
今
後
の
集
団
健
診
・
が
ん
検
診
の
実
施

に
つ
い
て
】

集
団
健
診
・
が
ん
検
診
の
年
間
予
定
に

つ
い
て
は
「
令
和
2
年
度
健
康
づ
く
り

ガ
イ
ド
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
状
況
に
よ
り
前
頁
日
程
以
外
に

も
延
期
や
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
受
診
者
同
士
の
接
触
を
避

け
る
た
め
、
受
診
人
数
や
、
会
場
の
調

整
等
を
行
い
ま
す
。
従
来
の
方
法
と
は

異
な
る
実
施
方
法
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
特
定
健
診
に
つ
い
て
…
保
険
年

金
課
（
内
線
1
1
3
・
1
1
7
）
／
さ

わ
や
か
セ
ッ
ト
健
診
・
が
ん
検
診
に
つ
い

て
…
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
73
‐

1
2
1
2
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：
市
の
入

物
品
役
務
等
の
入
札
参
加
資
格
の

申
請（
追
加
）を
受
け
付
け
ま
す

年
金
相
談

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

とき

6月1日（月）

6月2日（火）

6月3日（水）

6月4日（木）

6月5日（金）

6月6日（土）～7日（日）

6月8日（月）

6月9日（火）

6月10日（水）

6月11日（木）

6月12日（金）

議事予定

休会（議案調査）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

休会

常任委員会（総務）

常任委員会（文教民生）

常任委員会（産業建設）

休会（議事整理）

本会議（委員長報告・採決・閉会）

本会議（開会・議案説明）

開議時刻

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

午前10時

＊ 6月定例会で審査される請願の提出期限は 、５月２５日
（月）午後5時までです。

＊新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、議会の傍
聴は行いません。

◆問：議会事務局 （内線４３２・４３３）

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-311113



◆
令
和
元
年
10
月
か
ら
原
則
と
し
て
届

出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
20
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
翌
週
末
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」、「
納
付
書
」、「
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」等
が
送
付
さ
れ
ま
す（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
加
入
者
を
除
く
）。
そ
の
後

「
年
金
手
帳
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
方
は
、

印
鑑
と
学
生
証
等
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
以
下
、
印
鑑
は
ス
タ
ン
プ
印
を

除
く
）。

◆
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
は
勤

務
先
で
行
い
ま
す
。
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
月
の
分
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ライフステージごとに必要な手続きをお忘れなく
成人、就職、結婚、定年…。人生には、さまざまなできごとがあります。そのような人生の転機には、
将来受け取る大切な年金のために、国民年金の手続きを忘れずに行いましょう。

◆
厚
生
年
金
の
扶
養
に
入
る
手
続
き
は

配
偶
者
の
勤
務
先
で
行
い
ま
す
。
扶
養

に
入
っ
た
月
の
分
か
ら
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、

住
所
・
氏
名
を
変
更
し
た
場
合
は
、
届

出
が
省
略
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

年
金
機
構
に
個
人
番
号
が
未
収
録
の
方

や
、
海
外
居
住
等
で
個
人
番
号
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

◆
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
、
氏
名

変
更
し
た
場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
よ

り
「
氏
名
変
更
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
金
融
機
関
で
口
座
名
義

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
共

済
組
合
・
企
業
年
金
を
除
く
）。

＊
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
る
前
に
、
口
座

名
義
を
変
更
す
る
と
、
年
金
の
振
り
込

み
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

◆
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
を
辞
め
た
と

き
、
60
歳
ま
で
は
国
民
年
金
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
：
年
金
手
帳
・
退
職
日

が
分
か
る
も
の
・
印
鑑

◆
配
偶
者
が
退
職
し
た
り
、
本
人
の
収

入
が
増
え
た
り
し
て
、
厚
生
年
金
の
扶

養
を
は
ず
れ
た
場
合
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
：
年
金
手
帳
・
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
日
が
分
か
る
も
の
・
印
鑑

◆
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
60
歳
に

な
る
月
の
前
月
分
ま
で
で
す
。
60
歳
ま

で
に
10
年
の
年
金
受
給
資
格
期
間
に
到

達
し
な
い
方
、
ま
た
は
到
達
し
て
い
て
も

満
額
を
受
給
で
き
る
期
間
を
満
た
し
て

い
な
い
方
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
で

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
の
は
原
則

65
歳
か
ら
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
権
を
満
た
し
た
方
に
は
、
65
歳
に
な

る
２
〜
３
カ
月
前
に
請
求
書
が
届
き
ま

20
歳
に
な
っ
た
と
き

就
職
し
た
と
き

配
偶
者（
厚
生
年
金
加
入
者
）の

扶
養
に
入
っ
た
と
き

配
偶
者（
厚
生
年
金
加
入
者
）の

扶
養
を
は
ず
れ
た
と
き

住
所・氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

退
職
し
た
と
き

60
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
と
き

す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
出
に
よ
り
、
60
歳
か
ら
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
請
求
す

る
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
年
金
額
が
減

額
さ
れ
、
そ
の
支
給
率
は一生
変
わ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
か
か
っ

た
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で一定
以
上
の
障

害
が
残
っ
た
場
合
、
保
険
料
の
納
付
要

件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
の
支
払
い
は

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
月
分
ま
で
に
な
り

ま
す
の
で
、
未
支
給
の
年
金
が
あ
る
と

き
は
、「
未
支
給
年
金
請
求
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
未
支
給
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
亡
く
な
っ

た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
、
３

親
等
以
内
の
親
族
で
す
。

持
参
す
る
も
の
：
年
金
証
書
・
請
求
者

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）・

印
鑑

国民年金通信
【
各
種
手
続
き
先
】

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）、
各
支
所

【
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】

日
本
年
金
機
構 

水
戸
北
年
金
事
務
所

（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

不
慮
の
事
故
な
ど
で
重
度
の

障
害
が
残
っ
た
と
き

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
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家
庭
用
電
化
製
品
や
O
A
機
器
、
自
動

車
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
部
品
の
金
属

プ
レ
ス
加
工
お
よ
び
組
立
加
工
な
ど
を

中
心
に
行
う
も
の
づ
く
り
企
業
。
家
庭

用
電
化
製
品
で
は
、
掃
除
機
、
洗
濯
機
、

電
子
レ
ン
ジ
、
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
、
照
明
器
具
、
太
陽

光
発
電
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
に
井
上
製
作
所
の
部
品
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
O
A
機
器
の
部
品
は

1
0
0
分
の
1
ミ
リ
単
位
と
い
う
厳
し

い
精
度
で
製
品
管
理
を
行
い
、
ま
た
自

動
車
で
は
心
臓
と
も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン

の
精
密
機
械
部
品
を
製
造
。
ま
た
、
プ
レ

ス
加
工
か
ら
製
品
組
立
ま
で
一
括
し
て
生

産
し
て
お
り
、
高
い
技
術
力
と
対
応
力

で
名
だ
た
る
大
企
業
か
ら
も
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。
社
内
一
貫
生
産
の
強
み
は
、

よ
り
早
く
、
よ
り
良
い
対
応
が
可
能
な
こ

と
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
光
る
企
業
で
す
。

家
電
か
ら
発
電
ま
で
、

生
活
に
密
接
な
も
の
づ
く
り

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

有限会社井上製作所
本社：折橋町 463

《企業データ》
代表者：代表取締役　井上健
資本金：500万円
TEL：82-2126

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業
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さとみこども園

カ
ラ
フ
ル

こ
い
の
ぼ
り
を

み
ん
な
で
作
っ
た
よ
！



富永うたちゃん5月10日生まれ／中城町

窪田怜斗くん5月1日生まれ／西三町

れいと

刈谷伊槻くん5月13日生まれ／西宮町

いつき 吉澤一華ちゃん5月16日生まれ／中城町

いちか
高坂慶吾くん5月18日生まれ／磯部町

けいご

志賀勇斗くん5月24日生まれ／西三町

ゆうと 吉成結優ちゃん5月28日生まれ／馬場町

ゆい
會澤総くん5月29日生まれ／内堀町

そう 寺門蒼唯ちゃん5月31日生まれ／塙町

あおい

5月で１歳です

市内に住所を有する令和元年 7月生まれのお子さん（7月号掲載分）
6月10日（水）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。※応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

手洗い、うがいの励行とともに、家庭内の除菌や「三密」を避けるなど、日常の対策がウイルス蔓延を防ぎます。
冷静に落ち着いて対処しましょう。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

はじめての
お誕生日

おめでとうございます


